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潮風にのせて
大分県立香々地青少年の家 所報

香々地青少年の家開所

コロナウィルス感染症に変化を強いられた３
年間。施設に人の声がしない日々が続きました。

それならば！と職員のスキルを磨きいずれ来
る復活の日を待とうと希望を持った日が昨日の
ことのように思い出されます。

本年度はおかげさまで以前のような活況を取
り戻し、当施設への変わらぬ信頼を寄せてくだ
さっていることに心から感謝申し上げます。

さて、当施設は九州初の県立施設として昭和
４８（１９７３）年８月１８日に開所しました。
令和５年はちょうど開所５０周年に当たります。

そこで、「日本一の体験活動センター」を経
営方針にすえ、次の５０年、そして１００周年
をめざす組織「Team Next」号がスタートして
いるところです。

私自身が当施設を初めて利用したのは、昭和
５０年の梅雨の時期でした。宿泊、所内オリエ
ンテーリング、長崎鼻サイクリングなど、初め
ての体験に魅せられたことを記憶しています。
仕事で関わることになり、４泊５日の自然体験
や不登校対応キャンプなど人生に影響を及ぼす
かもしれない重要な事業も担当しました。

このような重責を担う施設として、３ページ
でご紹介している施設運営協議会や「体験の風
を起こそう」実行委員会（次号で紹介予定）の
皆様とともに、「Team Next」として大分県
の体験活動をリードしてまいりたいと考えます。

香々地青少年の家５０年間の蓄積したスキル
をさらに深化・充実させ、本年も様々な活動や
イベントを企画・実施しています。

香々地青少年の家へどうぞお越しください。
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令和５（２０２３）年
次の５０年に向けて「Ｔｅａｍ Ｎｅｘｔ」始動！



区分 期日 対象

Ⅰ 学校教育と連携した体験活動・指導者養成

1 集団宿泊活動指導者研修会
①第１回 5月12日（金）

②第２回 6月12日（月）
教職員

2
豊かな体験活動推進研修

（教職員研修）
①【中堅選択】9月21日（木） 教職員

3 ２回 大学生他

Ⅱ 森林環境学習

4
森の子学校

体験活動推進事業

（宿泊研修）

小・中学校１０校

   ※九重含む

児童生徒

5 生き活き自然体験キャンプ

①第１回 ３泊４日

②第２回 １泊２日

③第３回 １泊２日

児童生徒

6 ふれあい広場

①ふれあいトライアルデー

（年８回程度）

②ふれあい活動日

（年10日程度）

③ ふれあいサマーキャンプ

（３泊４日）

④ふれあいキャンプ

（１泊２日×3回）

不登校傾向にある

児童生徒

7 かかぢワンデーキャンプ
（日帰り体験活動）

１日×２回

障がい者就労支援施設

就労者

8 野外活動塾 １泊２日×４回
児童養護施設の

児童生徒

Ⅵ 郷土の環境を活かした体験活動

9 かかぢ星空学習会

（星空観察会）

１日×３回

（香々地宇宙学校）

2回

児童生徒

10 香々地自然学校
（香々地自然学校）

７回（延べ１０日）
児童生徒

11

かかぢ

ネイチャーファミリーデイズ

※週末講座として拡大実施

１日×１０回
児童生徒

保護者

Ⅴ体験活動推進に向けた啓発活動

12 体験活動ミーティング

（啓発イベント）

１日×2回

（啓発キャンプ）

1泊2日×3回

13 プログラム普及事業

（出前講座）  年２０回程度

（ノルディック・ウォーク健康教室）

         年１８回

（週末講座）   ２０回程度

（プラネタ公開） 年12日

（ちびっ子自然広場） ３回

団体等

事業名 ＳＤＧとの関連



施設運営協議会 新人紹介  さらにパワーアップを期待-

前年度までは、新型コロナの感染防止から2人乗りのい
かだでしたが、Ｒ5年度から6人乗りを復活させました。
いかだ活動で「協力」を体験してみよう！

たくさんの団体が入所して海での活動が予定されていま
す。日本赤十字指導員を講師に、職員の自主研修で救命救
急講習・水上安全講習を実施しました。

・ （ ）
・CN（キャンプネーム）：「すまぴょ～ん」
・座右の銘

「勝ちには行かんが、負けへんで」
・アピール：

植物観察・育成が好きです。

・ （ ）
・CN（キャンプネーム）：「えいちゃん」
・座右の銘

「なんとかなる！」
・アピール：
縁の下の力持ちになれるように頑張ります。

・ （ ）
・CN（キャンプネーム）：「あにき」
・座右の銘

「継続は力」
・アピール：

全職員で20艇製造！さぁ、海へ出発！

安心して活動・宿泊できるように、青少年の家でも準備万
端でお待ちしています。



「そとチャレラリー」とは、野外のリアルな体験に親しむ機会を設けるた
めに全国の施設や各団において行われる野外活動のスタンプラリー企
画です。コロナ禍で縮小した体験活動を全国で充実させることを目指し
ています。

主催 独立行政法人国立青少年教育振興機構
公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
公益財団法人ガールスカウト日本連盟

後援 文部科学省

実施方法 （詳しくは下記QRコード）

(1)台紙・応募用紙を香々地青少年の家でもらう。
(2)香々地青少年の家（他施設も可）で活動する。
(3)活動した内容でスタンプをもらう。

（香々地青少年の家キャラクタースタンプ）
(4)台紙を送る。（切手は各自でお願いします。）

香々地青少年の家ホームページ

そ だ、今日は香々地へ行こ ！
～そとチャレラリー実施中！～


